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お菓子づくりや歌など　　　　　　　　　　　　　
　　　　　地域の方 と々楽しみながら交流を深めました

　ケアハウスなどの施設に入っている方やデイサービス利用者などが集まり、地域の方々と
交流会を開催しました。
　参加者は、歌や秋田弁の落語を楽しんだり、ＪＡ女性部のお母さんたちに協力してもらい
ながら作ったおやきを食べたりしながら、それぞれが楽しく有意義な時間を過ごしました。



福 祉 だ よ り第20号 （2）

　皆さまからの社協会費や寄付金、共同募金の配分金などを基にして、平成 22年度
の事業計画と予算が次のとおり決まりました。
　平成 22年度は、より一層皆さんの元へ出向く社協を目指すとともに、福祉だより
などを通じて積極的に情報提供していきますので、住民の皆さんの参加とご協力をお
願いします。

「　みんなが築く　やさしい未来のまちづくり　」

平成 22年度の事業計画と予算をお知らせします

一般会計　収支予算額　２３９，４１３，０００円　
一般会計収入 一般会計支出

福祉協議会会費
寄付金
共同募金配分金
事業収入
補助金
受託金
貸付事業償還金
負担金収入
その他収入
前年度繰越金
基金取崩額

６，１４６千円
２７５千円

６，２９７千円
３１７千円

９８，７７８千円
４８，５０９千円
２，５００千円
１６，２８６千円
５３，３０５千円
３，０００千円
４，０００千円

人件費
事務費
事業費
共同募金事業
貸付事業
助成金
負担金
福祉センター建設費償還
その他支出
施設整備費
予備費

１３２，７０３千円
１１，３１１千円
４５，６５６千円

７９３千円
２，５００千円
３，２６６千円
１，４０８千円
１０，９５２千円
２６，０７４千円
４，１５０千円
６００千円

◇ネットワーク活動の推進
◇まめだ屋・よってっての運営
◇おたすけマン事業
◇災害ボランティア活動
◇たすけあい資金貸付　など

◇一斉除排雪活動
◇福祉座談会・福祉大会
◇各学校の福祉活動支援
◇あんしん電話事業
◇福祉だよりの発行　など

ささえあい共に
　　生きるまちづくり

気軽にふれあい
　　安心のまちづくり

たすけあい手をつなぐ
　　明るいまちづくり

◇総合相談・まちかど相談
◇ふれあいサロン
◇単身老人日帰り旅行
◇出張理容補助券の交付
◇介護者交流会　など
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デイサービス事業特別会計　収支予算額　３，５７３，０００円　

介護事業所特別会計　収支予算額　７６，３４９，０００円　
収　　入 支　　出

補助金

受託金

居宅介護事業等

その他収入

１，２３７千円

３００千円

７４，７７２千円

４０千円

人件費
事務費
事業費
負担金
その他支出

３２，９３７千円
１７０千円

７，４６２千円
７０千円

３５，７１０千円

収　　入 支　　出

補助金

負担金

居宅介護事業等

５９千円

１８４千円

３，３３０千円

人件費
事務費
事業費
負担金
その他支出

１９３千円
１２千円

１，００３千円
３千円

２，３６２千円

各会計の内訳など詳細についてご覧になりたい方は、みさと福祉センターまでお越しください。

　今まで理事として尽力された相馬俊廣さんと藤井康
子さんが辞任され、１月28日に開催された評議員会
で理事に佐藤義勝さん（南町）と二藤由喜子さん（大
町）が選任されました。また、12月18日の理事会で、
欠員となっていた評議員に泉繁夫さん（赤城）が選任
されました。
　今回選任された理事の任期は平成22年 11月 30
日まで、評議員は平成22年９月30日までとなります。

新しく理事・評議員が選任されました

佐藤　義勝  理事　　　二藤 由喜子  理事

赤い羽根共同募金	 ７，０２７，６７４ 円
歳末助け合い運動	 ９００，１３８ 円

　赤い羽根共同募金運動、歳末たすけあい運動では、多くの住民の皆さまからご協力いただ
きありがとうございました。次のとおり平成 21年度の実績がまとまりましたのでお知らせし
ます。
　美郷町社協としては、共同募金の配分金を有効に活用し、地域住民への福祉活動の向上を
はかるよう努力していきますので、引き続きご協力くださいますようお願いします。

赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動	に
ご協力ありがとうございました
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社会福祉協議会
在宅介護支援センター
事務所

―４月から事務所がひとつになりました―
　新たな地域福祉の推進をめざして、４月１日から美郷町社会福祉協議会と美郷町介護事業所が
『みさと福祉センター（旧千畑福祉センター）』ひとつに集まりました。
　これにより従来まであった仙南福祉センターは廃止、老人福祉センター清水苑（現中央ふれあ
い館）内にあった社会福祉協議会の事務所についても移転しています。
　今後は、組織体制の再編成にともなう地域の皆さんの不便や不安の解消に努め、これまで以上
に信頼され、より一層身近に感じていただける社会福祉協議会をめざして、福祉事業の展開や介
護事業の推進に力を注いでまいりますので、皆さんの深いご理解とご協力をお願いいたします。

千畑福祉センターを『みさと福祉センター』に・・・
　　　　　　　　　　　　　　　地域福祉の拠点とします

　美郷町社会福祉協議会（以下「社協」。）と美郷
町介護事業所（以下「介護事業所」）が事務所を
設けているみさと福祉センターは、これまでの千
畑福祉センターのことです。このたび社協では、
千畑福祉センターの名称を『みさと福祉センタ
ー』と改め、ここを拠点として、今後、美郷町全
体の地域福祉向上と介護サービスの提供に努め
ていくこととしています。

社会福祉協議会や介護事業所へのご連絡、ご相談は・・・

　　『　　　　　　　　　　　　』までみさと福祉センター

みさと福祉センター
平面図
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　班体制のもとで　　　　　　　　　　　
　　　連携のとれた業務を進めます

　社協、介護事業所の事務局では、１つの業務を１人の職員が担当していた従来の体制から、複
数の職員でつくる「班」を通じて仕事を行うように組織を改めました。
　この班には班長を置いて総括的なリーダーシップを発揮させ、各班の間でより連携のとれた業
務の実現をめざします。また、班体制をとることで、これまであった“担当者不在”という理由
で皆さんにご不便がかかることのないよう努めます。
　なお、美郷町社会福祉協議会・美郷町介護事業所の事務局体制は次のとおりです。

お待ちする社協、介護事業所から　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　皆さんのもとに出向く社協、介護事業所へ

　みさと福祉センターに社協の事務所、介護事業所が集まることによって、六郷地区と仙南地区
から窓口がなくなり、不便や不安を感じる住民の皆さんも多いと思います。しかし、わたくした
ち社協や介護事業所はいつでも皆さんの傍にいると思っていただいてけっこうです。
　もともと社協は、地域の皆さんのもとにうかがって福祉の向上に努めることを基本とした社会
福祉法人です。今後は「美郷町全域」、そして「美郷町で生活する一人ひとり」の福祉向上のため、
従来にも増して職員が皆さんのもとに出向いてご相談に応じ、安心していただけるきめ細かい見
守り体制を築き、より充実した福祉事業を展開してまいりますので、ぜひ電話などでご連絡願い
ます。また、介護に関するご相談、お申し込みについても介護事業所までお気軽にご一報ください。

社協への届けものなどは、役場出張所の連絡箱も利用できます
　さまざまな申請書や届出の書類その他は原則としてみさと福祉センターまで届けていただくこ
とになりますが、学友館、公民館内の役場出張所の連絡箱も利用することができます。連絡箱の
利用方法は、窓口で「これを社協に届けたい」と申し出ていただくだけでけっこうです。
　ただし、会費の納入、募金、寄付、利用料の支払いなどお金や貴重品などの取り扱いはできま
せんのでご了承ください。

「交通手段がない」「家庭の事情で自宅を出られない」　　　　　
　　　　　そんなときは電話などでお気軽にご相談ください

　社協や介護事業所に用事があっても「自動車などの交通手段がない」、「介護で手が離せず自宅
を出られない」などの事情でみさと福祉センターにお越しいただけない場合は、電話などでご連
絡願います。

みさと福祉センター　〒019-1541　美郷町土崎字上野乙６－１
　　　美郷町社会福祉協議会　　電話８５－２２９４　ＦＡＸ８５－２２９１
　　　美郷町介護事業所　　　　電話８７－６１２８　ＦＡＸ８７－６６８０

総務班（法人運営、財政、経理、労務管理など）

地域福祉班（トータルケア・総合相談・ネットワークなど）

在宅介護支援センター（在宅介護支援、要援護者実態把握など）

在宅福祉班（デイサービス・配食サービス）

居宅介護支援班 ( ケアプラン・認定調査・介護相談など )

訪問介護班（在宅へのホームヘルパー派遣）

訪問入浴介護班（入浴車による在宅での入浴介護）

　
　
　
　
　
　
　  

介
護
事
業
所
長

 

事
務
局
長

 

主
　
　
幹
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　広告掲載の概要については次のとおりとなります。詳細については下記担当までお問い合
わせください。

　　　　　発行回数　年 6 回（偶数月）　発行部数　毎号 6,800 部
　　　　　配 布 先：美郷町内へ全戸配布、町内の小中高校、福祉施設など
　　　　　掲載料金：1 コマあたり縦 50 ミリ×横 85 ミリの大きさで 7,000 円
　　　　　担　　当：美郷町社会福祉協議会　広報担当　TEL 0187（85）2294

みさと福祉だよりへ広告を掲載してみませんか。

一斉除排雪活動事業
ご協力ありがとうございました

　１月 17 日からスタートした一斉除排雪
事業は、町内の中学校や六郷高校、地元企
業、ボランティアなど延べ 954 人からご
協力いただき、事故やケガもなく無事に終
了することができました。ご協力いただい
た皆さん、ありがとうございました。
　今回の一斉除排雪事業では、各地区の
一人暮らし高齢者宅などを中心に、述べ
115 世帯の除排雪を行いました。仙南中
学校の生徒３人と町職員など大人３人が除
排雪に訪れた家では、「本当に助かった。
ありがとう」という声が聞かれ、除雪作業
を行う中学生を見守る姿が印象的でした。

在宅の寝たきりの方へ
「出張理容補助券」を交付します

　美郷町社会福祉協議会では、寝たきりの
方の衛生保持と在宅介護の支援を図るため

「出張理容補助券」を交付します。この補
助券は、寝たきりの方が美郷理容師会に加
盟する理容師に出張理容を依頼したとき、
理容料金の一部として利用できます。
　詳細については次のとおりですので、該
当される場合は申請くださいますようお願
いします。

○対 象 者：美郷町在住で在宅の寝たきり
の方（年齢は問いません）
○交付枚数：３，０００円の補助券を２枚
まで交付します
○申請窓口：みさと福祉センター（印鑑を
持参してください）

※みさと福祉センターまでお越しいただけ
ない場合は、お電話などでご相談ください。

電話８５－２２９４

千畑南小学校から
もち米をいただきました

　千畑南小学校から学校で育てたもち米をいた
だきました。いただいたもち米は、高齢者など
へ届ける配食サービスの食材として使用させて
いただきます。ありがとうございました。
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、
お
世
話
す
る
喜
び
も
感

じ
、
二
年
生
の
実
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緊
張
の
あ
ま
り
、
最
初
は
利
用
者
さ
ん
に
あ
ま
り
声
掛
け

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
大
き
な
声
で
声
か

け
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

技
術
面
で
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
と
施
設
で
の
方
法
が
違

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
常
に
利
用
者
さ
ん
の
立
場
を
考

え
、﹁
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て
欲
し
い
﹂
と
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
よ
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

声
掛
け
一
つ
で
相
手
の
気
持
ち
が
変
わ
る
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。﹁
思
い
や
り
﹂
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
た
介
護
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

福
祉
科
３
年  

高
橋
紫
乃
　

福
祉
科
の
授
業
風
景

 【 

施
設
実
習
を
終
え
て
・
・
・
】

←サンワーククリスマス会

校内実技実習→

　　　　　

↑体験入学

外部講師による実習→

←除雪ボランティア



みさと福祉センターの職員を紹介します

美郷町社会福祉協議会
　主幹　　　髙橋　幸悦
　事務局長　大阪　孝次

総務班
　班長　　　渋谷　真弓
　上席主任　佐藤　　繁
　主任　　　小原真智子
　主任　　　傳野　寛史
　（出向）
　上席主査　伊藤　聡胤（町）
　主任　　　藤沢　永一（温泉）
　主任　　　小原　昭市（温泉）
　臨時　　　大山　文広（シルバー）

地域福祉班
　班長　　　木村　節男
　上席主任　澁谷　　望
　上席主任　髙橋　文広
　主任　　　齊藤　　彰
　主任　　　高橋真由美
　主事　　　鈴木裕美子

在宅介護支援センター
　班長　　　木村　節男
　主事　　　鈴木裕美子

在宅福祉班
　班長（管理者）　髙橋由美子（千畑デイ）
　主任　　　　　村田　　剛（千畑デイ）
　パート職員　　加藤　敏子（千畑デイ）
　パート職員　　栗澤　博子（六郷デイ）
　パート職員　　小松ひとみ（六郷デイ）
　主任　　　　　戸沢ます子（仙南デイ）
　パート職員　　大阪　誠次（仙南デイ）
　パート職員　　中田　京子（仙南デイ）
　主事　　　　　盛岡　博美（配食）
　パート職員　　田口　人美（配食）
　パート職員　　髙橋真由美（配食）
　　デイ： 生きがいデイサービス
　　配食： 配食サービス

美郷町介護事業所
　所長　　　　　板谷　智子

居宅介護支援班
　班長（管理者）　佐藤　　幸
　上席主任　　　小西　蓉子
　主任　　　　　髙橋　和幸
　嘱託　　　　　加藤まさ子
　嘱託　　　　　渋谷　好美
　パート職員　　煙山　誠子
　パート職員　　草薙　満穂

訪問介護班
　班長（管理者）　加賀谷陽子
　嘱託　　　　　東海林光子
　パート職員　　戸沢利津子
　パート職員　　深沢トシ子
　パート職員　　福田　弘美
　パート職員　　照井　蠂子
　パート職員　　橋本　教子
　パート職員　　佐藤とよ子
　パート職員　　高橋カヅ子
　パート職員　　加藤　一美
　パート職員　　菊地千恵子
　パート職員　　森川登与子
　パート職員　　後藤テイ子

訪問入浴介護班
　班長（管理者）　小西　蓉子
　嘱託　　　　　加藤まさ子
　パート職員　　澁谷不二子
　パート職員　　村田　貴英

平成 22 年４月１日付けの人事異動（組織体制の変更）に伴い、職員配置が次のとおりとなりました。

町から派遣されていた池田茂碁
常務理事が 4月１日付けの人事
異動により帰任することになり
ました。長い間お世話になりあ
りがとうございました。

福 祉 だ よ り第20号 （8）

　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

の
金
品
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
要
な

方
へ
は
が
き（
忌
明
け
・
快
気
祝
い
等
）

を
無
料
で
作
成
し
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

■
一
般
寄
付

よ
ね
や
株
式
会
社 

様

子
丑
会　

会
長　

高
橋　

久
男 

様

こ
の
ほ
か
匿
名
で
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

■
香
典
返
し

本
堂
中
部 

細
井　

宏
幸　

様

御　

前 

田
畑
ミ
ツ
エ　

様

扇　

田 

井
関　

新
吉　

様

川　

原 

高
橋　
　

誠　

様

土
崎
南
部 

熊
谷　
　

斉　

様

笹　

巻 

因
幡　

文
夫　

様

駅
前
下 

伊
藤　

富
夫　

様

上
畑
屋 

武
藤　

真
吾　

様

山
本
一 

堀
江　

紀
治　

様

天
神
堂 

久
米　

光
夫　

様

中　

野 

高
橋　

耕
咲　

様

みさと福祉センター
社会福祉法人	美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294㈹	 FAX0187（85）2291
	 美郷町介護事業所　	 TEL0187（87）6128㈹	 FAX0187（87）6680

〒019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙６番地１

（
平
成
22
年
１
月
４
日
～
３
月
19
日
受
付
分
）

籠　

林 

高
橋　

光
夫　

様

野　

中 

高
橋
ミ
ツ
子　

様

本
道
町 

枝
川　

正
志　

様

大　

坂 

高
山　

良
浩　

様

千
屋
南
部 

高
橋　
　

治　

様

一
丈
木 

斉
藤　

忠
七　

様

寺　

田 

伊
藤　

政
市　

様

※
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
俳
優
で
気
象
予
報
士
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
石
原
良
純

さ
ん
の
講
演
会
に
出
席
し
ま
し
た
。「
環
境
と
気
象
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
話
し
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
福
祉
だ
よ
り
の
発
行
回
数
が
年
６
回
（
偶
数
月
）
に

な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
早
め
に
提
供
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編集後記


